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本研究は、申請者の研究グループが開発した「流域スケールの雨水貯留量推定法」を利
用して、山地流域における水源涵養量と土砂災害危険度を時系列で推定するものである。
この推定法は、H & Hの数値フィルーターによって河川の流量データを逓
減特性の異なる複数の成分に分離し、各成分についてKの流量データから
貯留量変動を推定する方法論を当てはめて貯留量を推定するものである。なお、申請者は
すでに横尾らや岡崎らにおいて、我が国の流域を対象として方法論の妥
当性に関する検証を終えていた。よって、本研究はその応用研究として、我が国の山地流
域における水源涵養量および土砂災害危険度に関する時系列的な推定に取り組んだ。
申請者はまず、「流域スケールの雨水貯留量推定法」と従来から我が国で用いられている

「貯留関数法」が推定する貯留量・流量関係の違いを整理した。その結果、「流域スケール
の雨水貯留量推定法」による貯留量・流量関係は、逓減時定数が大きい流量成分について
は線形の貯留関数に近く、時定数が小さい成分ほどM 式型、層流型に近づくことが
わかった。この成果は、K & Ykにて報告した。
次に申請者は、「流域スケールの雨水貯留量推定法」が推定する流域スケールの雨水貯留

量と気象庁が土砂災害の予警報の根拠としている「土壌雨量指数」との関係を調べた。そ
の結果、「流域スケールの雨水貯留量推定法」で推定される貯留量のうち、降雨に対する応
答が速い成分の雨水貯留量の変動が「土壌雨量指数」の変動と近いことが分かった。この
ことは、「土壌雨量指数」が地表面付近の土壌水分量を算出したものである一方、「流域ス
ケールの雨水貯留量推定法」はより深部の地下水の変動まで再現している可能性が示され
た。以上の成果は、小林・横尾に掲載した。
さらに申請者は、本手法の国外での適用性を確認するため、タイ北部の山地流域におい

て本手法を適用した。その結果、小林・横尾と同様の適用性が得られ、「流域スケ
ールの雨水貯留量推定法」が亜熱帯気候下の流域においても適用可能であることが示され
た。以上の成果は、Yk  に掲載した。
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